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一
　
は
じ
め
に

　
現
代
日
本
語
共
通
語
（
以
下
、
現
代
共
通
語
）
の
程
度
副
詞
に
お
け
る
程
度
や

量
の
度
合
い
の
高
低
・
多
寡
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
仁
田
（
二
〇
〇
二
）
は
、「
程

度
性
の
高
程
度
に
属
す
る
領
域
は
、「
非
常
ニ
、
ト
テ
モ
、
極
メ
テ
」
な
ど
と
い
っ

た
純
粋
程
度
の
副
詞
が
担
当
し
、（
中
略
）
ま
た
、
量
に
関
し
て
は
、
多
量
域
を

分
担
し
て
い
る
の
は
、「
タ
ク
サ
ン
、
イ
ッ
パ
イ
、
タ
ッ
プ
リ
」
な
ど
の
量
の
副
詞
」

（
一
六
七
頁
）
と
述
べ
、「
極
端
な
領
域
を
表
す
の
は
、
単
一
機
能
で
あ
る
純
粋
程

度
の
副
詞
で
あ
り
、
量
の
副
詞
で
あ
る
」（
一
六
八
頁
）
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

つ
ま
り
、
現
代
共
通
語
に
お
い
て
は
、〈
高
程
度
〉
を
表
す
程
度
限
定
機
能
は
「
純

粋
程
度
の
副
詞
」
が
担
い
、〈
多
量
〉
を
表
す
量
限
定
機
能
は
「
量
の
副
詞
」
が

担
う
の
で
あ
り
、
量
の
副
詞
と
純
粋
程
度
の
副
詞
は
機
能
分
担
し
て
い
る
の
で
あ

る
。

　
と
こ
ろ
が
、
現
代
語
（
共
通
語
、
京
都
・
大
阪
方
言
）
で
〈
多
量
〉
を
表
す
量

の
副
詞
「
タ
ン
ト
」
は
、
近
世
前
期
上
方
語
に
お
い
て
〈
多
量
〉
を
表
す
量
限
定

用
法
だ
け
で
な
く
、〈
高
程
度
〉
を
表
す
程
度
限
定
用
法
も
用
い
ら
れ
て
い
た
（
田

和
二
〇
一
六
）。
ま
た
、前
田
勇
編
『
近
世
上
方
語
辞
典
』
の
「
た
ん
と
」
の
条
に
も
、

量
限
定
用
法
と
程
度
限
定
用
法
の
両
用
法
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。

　
　
た
ん
と
（
副
）

①
た
く
さ
ん
。
ど
っ
さ
り
。
数
量
の
多
い
場
合
に
い
う
。
　

②
ひ
ど
く
。
た
い
そ
う
。
は
る
か
に
。
程
度
の
は
な
は
だ
し
い
場
合
に
い

う
。

　
つ
ま
り
、
近
世
の
一
時
期
、
上
方
語
の
「
タ
ン
ト
」
に
は
程
度
限
定
用
法
が
見

ら
れ
た
が
、
現
代
語
に
は
見
ら
れ
な
い
と
い
う
こ
と
は
、
近
世
か
ら
現
代
に
い
た

る
間
の
ど
こ
か
で
程
度
限
定
用
法
が
廃
れ
た
こ
と
を
意
味
す
る
。
ま
た
、「
タ
ン

ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
使
用
時
期
を
特
定
す
る
た
め
に
は
、「
タ
ン
ト
」
の
程

度
限
定
用
法
の
見
ら
れ
る
近
世
前
期
以
前
の
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
も
明
ら
か

に
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　

近
世
前
期
上
方
語
に
お
け
る
副
詞
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
に
つ
い
て田

　
和
　
真
紀
子



18

清泉女子大学紀要　第 64号　2017 年 1 月

　
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
近
世
前
期
上
方
語
の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
が
使

用
さ
れ
た
お
よ
そ
の
時
期
（
期
間
）
を
、
近
世
前
期
上
方
語
を
中
心
に
前
後
の
時

代
の
上
方
語
資
料
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
定
し
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限

定
用
法
の
使
用
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
。
ま
た
、
な
ぜ
「
タ
ン
ト
」
が
程
度
限
定

用
法
で
使
用
さ
れ
た
の
か
に
つ
い
て
、
同
時
代
の
他
の
高
程
度
を
表
す
副
詞
の
用

法
上
の
特
徴
と
照
ら
し
合
わ
せ
な
が
ら
考
え
て
み
た
い
。

　
二
　
現
代
語
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の
用
法

　「
タ
ン
ト
」
の
歴
史
的
な
用
法
の
変
遷
を
追
う
前
に
、現
代
語
（
共
通
語
、京
都
・

大
阪
方
言
）
の
「
タ
ン
ト
」
の
用
法
と
、〈
多
量
〉
を
表
す
タ
イ
プ
の
量
の
副
詞

の
用
法
お
よ
び
そ
の
特
徴
を
確
認
し
て
お
く
。

現
代
共
通
語
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
は
、

　（
1
）
料
理
は
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
た
ん
と
お
あ
が
り
。

　（
2
）
蔵
に
は
金
銀
財
宝
が
た
ん
と
あ
る
。

と
い
う
よ
う
に
、
限
ら
れ
た
文
脈
や
特
定
の
話
し
手
に
よ
る
使
用
が
想
定
さ
れ

る
、や
や
古
風
な
印
象
の
あ
る
量
の
副
詞
で
あ
る
。『
大
辞
林
第
三
版
』
で
も
「
た

ん
と
」
に
つ
い
て
「
数
量
が
多
い
さ
ま
。「
た
く
さ
ん
」
の
や
や
古
風
な
言
い
方
。

い
っ
ぱ
い
。」
と
あ
る
。

　
ま
た
、現
代
の
「
上
方
語
」
と
し
て
、京
都
方
言
・
大
阪
方
言
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」

に
つ
い
て
も
触
れ
て
お
き
た
い
。
ま
ず
、京
都
方
言
（
京
こ
と
ば
）
の
「
タ
ン
ト
」

に
つ
い
て
で
あ
る
が
、楳
垣
（
一
九
四
六
）『
京
こ
と
ば
』（
高
桐
書
店
）
に
は
、「
京

こ
と
ば
と
し
て
特
色
の
あ
る
副
詞
」
の
一
つ
と
し
て
「
タ
ン
ト
」
が
挙
げ
ら
れ
て

お
り
、「
も
っ
と
タ
ン
ト
お
く
な
い
（
も
つ
と
沢
山
下
さ
い
）」（
一
九
九
頁
）
が

例
文
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
。
も
う
少
し
新
し
い
も
の
で
は
、
井
ノ
口
有
一
・
堀

井
令
以
知
編
『
京
こ
と
ば
辞
典
』（
東
京
堂
出
版
）
の
タ
ン
ト
条
に
、

タ
ン
ト
（
副
）　	

た
く
さ
ん
。「
タ
ン
ト
食
べ
て
丈
夫
に
な
っ
て
ヤ
」「
祇
園

祭
で
タ
ン
ト
の
人
出
ヤ
ナ
ー
」。

と
あ
る
。
ま
た
大
阪
方
言
に
つ
い
て
は
、堀
井
令
以
知
編『
大
阪
こ
と
ば
辞
典
』（
東

京
堂
出
版
）
の
タ
ン
ト
条
に
、

タ
ン
ト
（
副
）　	

た
く
さ
ん
。
十
分
に
。
タ
ー
ン
ト
と
も
い
う
。「
タ
ン
ト

お
土
産
買
う
て
来
て
な
」。
タ
ン
ト
に
比
べ
て
ギ
ョ
ー
サ

ン
は
仰
々
し
い
ニ
ュ
ア
ン
ス
が
あ
る
。

と
あ
る
。
い
ず
れ
も
現
代
語
に
お
い
て
、「
タ
ン
ト
」
が
動
作
動
詞
を
修
飾
す
る

と
き
は
動
作
の
対
象
物
の
量
が
〈
多
量
〉
で
あ
る
こ
と
と
動
作
量
の
多
さ
を
表
し
、

存
在
動
詞
を
修
飾
す
る
と
き
は
存
在
物
が
〈
多
量
〉
で
あ
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
。

　
な
お
現
代
語
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
〈
多
量
〉
を
表
す
量
の
副
詞
は
、「
量
」

を
表
す
こ
と
に
よ
る
尺
度
的
な
側
面
は
持
っ
て
い
る
も
の
の
、
形
容
詞
類
の
程
度

限
定
は
行
わ
な
い
。
よ
っ
て
、
次
の
（
３
）
の
例
の
よ
う
な
形
容
詞
の
程
度
限
定

を
行
う
構
文
の
副
詞
の
位
置
に
〈
多
量
〉
を
表
す
量
の
副
詞
を
用
い
る
こ
と
は
で
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き
な
い
。

　（
3
）
捻
挫
し
て
足
が
（
非
常
に
／
と
て
も
／
＊
た
ん
と
／
＊
た
く
さ
ん
）
痛
い
。

　
以
上
、
現
代
語
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の
用
法
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
念
頭
に

置
き
な
が
ら
、
続
け
て
近
世
上
方
語
を
中
心
に
前
後
の
時
代
の
「
タ
ン
ト
」
の
用

法
を
「
量
限
定
用
法
」
と
「
程
度
限
定
用
法
」
と
い
う
構
文
の
違
い
に
注
目
し
て

見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
三
　
近
世
以
前
の
「
タ
ン
ト
」
の
使
用
状
況

　「
タ
ン
ト
」
は
近
世
に
多
く
見
ら
れ
る
が
、「
タ
ン
ト
」
が
文
献
上
い
つ
頃
か
ら
、

ど
の
よ
う
な
用
法
で
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
を
辞
書
の
記
述
か
ら
見
て
い

く
。

　
ま
ず
『
日
本
国
語
大
辞
典
第
二
版
』（
以
下
、『
日
国
二
版
』）
の
「
た
ん
と
」

条
を
見
て
み
る
と
、「
①
数
量
が
多
い
さ
ま
を
表
わ
す
語
。
た
く
さ
ん
。
ど
っ
さ
り
。

多
量
に
。」
の
初
出
例
と
し
て
、『
玉
塵
抄
』（
一
五
六
三

（
１
）

）
の
例
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
を
参
考
に
す
る
と
、「
タ
ン
ト
」
は
お
よ
そ
中
世
後
期
・
室
町
時
代

頃
（
２
）

の
資
料
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　（
4
）
た
き
木
の
し
ば
を
た
ん
と
山
の
や
う
に
つ
み
か
さ
ね
て
（
玉
塵
抄
、『
日

国
二
版
』「
た
ん
と
」
条
①
よ
り
引
用
）

　（
4
）
の
「
た
ん
と
」
は
、
一
見
す
る
と
「
つ
み
か
さ
ね
て
」
を
修
飾
し
、
そ

の
動
作
の
様
態
を
表
す
状
態
副
詞
的
用
法
に
も
見
え
る
が
、（
4
）
の
「
た
ん
と
」

は
「
た
き
木
の
し
ば
」
の
量
と
「
つ
み
か
さ
ね
て
」
の
動
作
量
を
表
す
、
量
の
副

詞
と
し
て
機
能
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
（
4
）
と
ほ
ぼ
同
時
代
の
例
を
収
録
す
る
『
時
代
別
国
語
大
辞
典
室

町
時
代
編
』（
以
下
、『
時
代
別
室
町
編
』）
の
「
た
ん
と
」
条
で
は
、「
数
量
が
多

い
こ
と
を
強
調
し
て
い
う
さ
ま
。」
と
の
み
意
味
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

掲
出
さ
れ
て
い
る
の
は
量
の
副
詞
用
法
の
み
で
あ
る
。
ま
た
、
挙
げ
ら
れ
て
い
る

用
例
も
、『
日
国
二
版
』
の
初
出
例
（（
4
）
の
『
玉
塵
抄
』
の
例
）
よ
り
も
や
や

古
い
『
弘
治
二
年
本
節
用

（
３
）

』（
弘
治
二
年
＝
一
五
五
六
年
）
か
ら
、（
5
）
の
よ
う

に
存
在
動
詞
「
あ
る
」
と
共
起
す
る
典
型
的
な
〈
多
量
〉
を
表
す
量
限
定
用
法
の

用
例
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

　（
5
）

湛
タ
ン
ト
ア
ル　（

弘
治
二
年
本
節
用
集
）

　
同
じ
く
『
時
代
別
室
町
編
』
の
「
た
ん
と
」
条
に
は
、（
6
）
の
よ
う
に
「
タ
ン
ト
」

が
「
ス
コ
シ
」
と
共
起
し
て
対
比
的
に
使
用
さ
れ
て
い
る
例
が
『
玉
塵
抄
』
か
ら

挙
げ
ら
れ
て
い
る
。（
6
）
の
例
で
は
、そ
れ
ぞ
れ
「
タ
ン
ト
」
は
「
ホ
シ
ナ
」
の
量
、

「
ス
コ
シ
」
は
「
米
」
の
量
を
表
し
て
お
り
、
こ
の
（
6
）
の
例
か
ら
も
、「
タ
ン

ト
」
が
典
型
的
な
量
の
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

　（
6
）	
貧
者
ノ
コ
ナ
カ
キ
ハ
増
水
ゾ
。
米
ハ
ス
コ
シ
入
テ
、
ホ
シ
ナ
ヲ
タ
ン
ト

入
テ
水
ヲ
マ
シ
テ
ス
ル
ゾ
（
玉
塵
抄
）

　
な
お
『
日
葡
辞
書
』（
一
六
〇
三
年
）
の
「
タ
ン
ト
」
条
の
意
味
記
述
も
、〈
多
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量
〉
を
表
す
量
限
定
用
法
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

　（
7
）Tanto.

タ
ン
ト
（
た
ん
と
）　
副
詞
．
多
量
に

（
４
）

．（
邦
訳
日
補
辞
書
　

六
一
二
頁
左
）

　
以
上
の
よ
う
に
、「
タ
ン
ト
」
の
用
法
は
、
使
用
さ
れ
始
め
た
時
期
と
考
え
ら

れ
る
中
世
後
期
に
お
い
て
も
、
現
代
共
通
語
と
同
様
に
量
限
定
用
法
に
限
ら
れ
て

お
り
、
量
の
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
。

　
四
　
近
世
上
方
語
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の
用
法
概
観

　　
先
に
「
タ
ン
ト
」
が
中
世
後
期
か
ら
量
の
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と

を
確
認
し
た
が
、
こ
こ
で
は
近
世
上
方
語
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の
用
法
の
変
遷

に
つ
い
て
結
論
を
先
に
述
べ
て
お
き
た
い
。

　
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
、
初
期
は
中
世
後
期
と
同
様
に
量
限
定
用
法
の
み
が
見

ら
れ
た
が
、
近
世
中
期
に
差
し
か
か
る
天
和
年
間
（
一
六
八
〇
年
代
）
か
ら
享
保

の
前
半
頃
（
一
七
二
〇
年
頃
）
に
限
り
、
程
度
限
定
用
法
が
見
ら
れ
た
。
そ
の
前

後
に
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
は
ほ
ぼ
見
ら
れ
ず
、
今
回
調
査
し
た
近
世
後

期
上
方
の
洒
落
本
に
は
程
度
限
定
用
法
が
全
く
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
こ
の
こ
と
か

ら
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
は
、
近
世
中
期
初
頭
の
上
方
語
で
一
時
的
に

見
ら
れ
た
用
法
で
あ
っ
た
と
見
て
よ
い
だ
ろ
う
（
な
お
量
限
定
用
法
は
、
程
度
限

定
用
法
と
並
行
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
）。

　
以
上
の
結
果
を
踏
ま
え
た
上
で
、
こ
こ
で
は
、「
タ
ン
ト
」
の
用
例
が
見
ら
れ

た
調
査
資
料
を
年
代
順
に
配
列
し
、
程
度
限
定
用
法
（
程
度
副
詞
用
法
）
と
量
限

定
用
法
（
量
の
副
詞
用
法
）
と
に
分
け
て
用
例
数
を
一
覧
化
し
た
【
表
１
】
を
も

と
に
概
観
す
る
。

　
調
査
対
象
と
し
た
近
世
上
方
語
資
料
は
、
仮
名
草
子
・
狂
言
台
本
・
浮
世
草
子
・

世
話
浄
瑠
璃
・
歌
舞
伎
狂
言
本
・
洒
落
本
で
あ
る
（
詳
細
は
調
査
対
象
資
料
を
参

照
）。
こ
の
【
表
1
】
で
は
、
あ
え
て
ジ
ャ
ン
ル
別
に
並
べ
ず
、
出
版
年
や
上
演
・

発
表
年
の
年
代
順
に
並
べ
て
い
る
。
通
常
、
こ
と
ば
の
史
的
変
遷
を
意
味
・
用
法

別
に
用
例
数
か
ら
見
て
い
く
場
合
、
ジ
ャ
ン
ル
と
文
体
と
の
関
連
を
念
頭
に
置

き
、
ジ
ャ
ン
ル
別
に
配
し
た
後
、
お
よ
そ
の
年
代
順
に
並
べ
る
こ
と
が
多
い
。
し

か
し
本
稿
で
は
、
程
度
限
定
用
法
が
成
立
し
た
時
期
に
注
目
し
、
ジ
ャ
ン
ル
よ
り

も
ま
ず
は
年
代
を
優
先
し
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
（
ジ
ャ
ン
ル
や
資
料
に
関
わ

る
特
徴
等
に
つ
い
て
は
、
五
で
後
述
す
る
）。

　【
表
1
】を
見
て
み
る
と
、中
世
後
期
に
量
の
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た「
タ

ン
ト
」
は
、
近
世
に
入
っ
て
か
ら
も
し
ば
ら
く
は
中
世
後
期
と
同
様
に
量
の
副
詞

と
し
て
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
十
七
世
紀
末
頃
か
ら
、
徐
々
に
高
程
度

を
表
す
程
度
限
定
用
法
が
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
。

　【
表
1
】
に
あ
る
よ
う
に
、「
タ
ン
ト
」
は
十
七
世
紀
末
の
一
六
八
〇
年
代
の
西

鶴
作
品
か
ら
、
従
来
の
量
限
定
用
法
に
加
え
て
、
程
度
限
定
用
法
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
る
。
そ
し
て
浮
世
草
子
や
歌
舞
伎
狂
言
本
等
を
経
て
、
近
松
の
世
話
浄
瑠
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【表１】  

 程度限定用法 量限定用法 

ジャンル 作品名 成立年 形容詞類
形容詞
派生型
動詞

状態性
動詞

心の動
きに関
わる動
詞 

「ある」
・「持つ」

動作動詞 

仮名草子 仁勢物語 1640 頃           6 

狂言台本 虎明本狂言 1642         3 4 

狂言台本 狂言六義 1645 頃         3 3 

浮世草子(西鶴) 好色一代男 1682   1         

浮世草子(西鶴) 好色五人女 1686   1         

浮世草子(西鶴) 男色大鑑 1687   1         

浮世草子(西鶴) 西鶴織留 1694   1         

浮世草子 好色万金丹 1694   1       1 

歌舞伎狂言本 けいせい浅間嶽 1698       1     

仮名草子(狂言記類) 狂言記五十番 1700           1 

歌謡集 松の葉 1703         1   

世話浄瑠璃(近松) 曽根崎心中 1703           1 

世話浄瑠璃(近松) 薩摩歌 1704           1 

世話浄瑠璃(近松) 心中二枚絵草紙 1706           1 

世話浄瑠璃(近松) 心中重井筒 1707     2     1 

世話浄瑠璃(近松) 丹波与作待夜のこむろぶし 1707         1 1 

世話浄瑠璃(近松) 淀鯉出世滝徳 1708     1       

世話浄瑠璃(近松) 心中刃は氷の朔日 1709 以降       1 1 2 

世話浄瑠璃(近松) 心中万年草 1710     1       

世話浄瑠璃(近松) 今宮の心中 1711         1   

浮世草子 傾城禁短気 1711 1     2     

世話浄瑠璃(近松) 鑓の権三重帷子 1717         1   

世話浄瑠璃(近松) 博多小女郎波枕 1718   1         

世話浄瑠璃(近松) 山崎与次兵衛寿の門松 1718         1   

世話浄瑠璃(近松) 心中天の網島 1720 1     1   1 

仮名草子(狂言記類) 狂言記拾遺 1730 1           

世話浄瑠璃 夏祭浪花鑑 1745         1   

洒落本 月花余情 1757           1 

世話浄瑠璃 艶容女舞衣 1773         1 1 

世話浄瑠璃 新版歌祭文 1780           1 

洒落本 言葉の玉 1794         1   

洒落本 目卒のすじ書 1794           1 

洒落本 十界和尚話 1798         1   

洒落本 阿蘭陀鏡 1798         2   

洒落本 南遊記 1800         2 1 

洒落本 箱まくら 1822         1   

洒落本 色深狹睡夢 1826         1 1 

滑稽本 穴さがし心の内そと 1864         1 2 
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璃
で
も
程
度
限
定
用
法
が
使
用
さ
れ
て
い
る
。

　
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
半
ば
以
降
の
上
方
洒
落
本
で
は
、
資
料
の
分
量
に
対
し
て

「
タ
ン
ト
」
の
用
例
数
が
そ
も
そ
も
少
な
く
、
用
法
は
量
限
定
用
法
の
み
で
あ
り
、

本
調
査
に
お
い
て
程
度
限
定
用
法
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
上
方
洒
落
本
で
「
タ
ン

ト
」
の
用
例
数
が
減
少
し
た
理
由
と
し
て
は
、「
タ
ン
ト
」
以
外
の
〈
多
量
〉
を

表
す
量
限
定
用
法
の
語
（「
タ
ク
サ
ン
」
な
ど
）
が
使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

た
め
と
推
測
さ
れ
る
。
ま
た
、
上
方
洒
落
本
に
近
い
時
代
の
世
話
浄
瑠
璃
に
も
同

様
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
量
限
定
用
法
の
み
と
な
る
傾
向
は
、
時
代
差

に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

　
以
上
か
ら
、「
タ
ン
ト
」
は
、
使
用
さ
れ
始
め
た
中
世
後
期
か
ら
現
在
ま
で
、

基
本
的
に
〈
多
量
〉
を
表
す
量
限
定
用
法
の
「
量
の
副
詞
」
で
あ
り
、
程
度
限
定

用
法
は
近
世
前
期
末
の
限
ら
れ
た
期
間
に
の
み
使
用
さ
れ
た
用
法
で
あ
っ
た
こ
と

が
確
認
さ
れ
た
。
次
は
、
限
ら
れ
た
期
間
に
の
み
用
例
が
見
ら
れ
た
「
タ
ン
ト
」

の
程
度
限
定
用
法
に
つ
い
て
、
用
例
を
挙
げ
な
が
ら
ジ
ャ
ン
ル
や
発
話
者
の
属
性

な
ど
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

　
五
　「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
使
用
傾
向

　
五
、一
　
浮
世
草
子
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法

　
近
世
前
期
上
方
語
の
「
タ
ン
ト
」
に
つ
い
て
は
、
田
和
（
二
〇
一
六
）
で
用
法

別
に
少
し
触
れ
た
が
、
使
用
さ
れ
る
文
体
や
発
話
者
の
属
性
な
ど
に
つ
い
て
は
あ

ま
り
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
こ
こ
で
は
、「
タ
ン
ト
」の
程
度
限
定
用
法
が
、

ど
の
よ
う
な
文
体
で
使
用
さ
れ
て
い
る
か
、
あ
る
い
は
、
ど
の
よ
う
な
属
性
の
人

物
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
て
い
る
か
を
中
心
に
見
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
今
回
調
査
し
た
範
囲
の
西
鶴
の
浮
世
草
子
に
お
い
て
、「
タ
ン
ト
」
は
程

度
限
定
用
法
四
例
、
量
限
定
用
法
は
「
用
例
な
し
」
で
あ
っ
た
。
用
例
数
は
多
く

な
い
が
、
用
例
の
す
べ
て
が
程
度
限
定
用
法
と
い
う
の
は
特
異
な
傾
向
で
、
西
鶴

の
浮
世
草
子
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
は
程
度
限
定
用
法
の
副
詞
と
言
っ
て
も
差
し

支
え
な
い
だ
ろ
う
。
な
お
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
「
タ
ン
ト
」
は
、
す
べ
て
地
の
文

で
使
用
さ
れ
て
お
り
、
被
修
飾
語
も
感
情
形
容
詞
か
ら
派
生
し
た
動
詞
に
限
ら
れ

て
い
る
。
　

　（
8
）
樽
の
口
を
明
け
て
酔
は
人
間
の
た
の
し
み
、
万
事
な
げ
や
り
て
、
此
女

中
を
け
ふ
の
肴
と
て
た
ん
と
う
れ
し
が
り
ぬ
。（
西
鶴
・
好
色
五
人
女
）

　（
9
）
き
の
ふ
の
男
友
と
せ
し
人
と
二
人
つ
れ
て
た
づ
ね
来き

た

り
し
に
か
ず
か
ず

詞
を
か
さ
ね
、
た
ん
と
嬉
し
が
る
事
の
み
申
せ
ど
、
其
身
を
ふ
る
は
し

か
た
じ
け
な
し
と
ば
か
り
一
言
、
其
後
は
さ
し
う
つ
ふ
き
て
い
と
ど
物

哀
に
見
へ
け
る
（
西
鶴
・
男
色
大
鑑
）

　（
10
）
其
後
約
束
日
参
り
て
太
夫
様
に
あ
ひ
て
酒
お
も
し
ろ
う
ま
は
る
時
、
十

蔵
手
を
さ
し
て
「
む
ら
さ
き
様
お
一
つ
ま
い
れ
」
と
あ
ら
く
押
さ
え
て
、

襟
か
ら
膝
く
だ
り
打う

ち
こ
ぼ飜

し
、
た
ん
と
き
の
ど
く
が
る
顔
つ
き
お
か
し
。



23

清泉女子大学紀要　第 64号　2017 年 1 月

（
西
鶴
・
好
色
一
代
男
）

　（
11
）「
只
の
事
の
腹
心
に
は
あ
ら
ず
。
菟
角
内
か
た
様
ヘ
し
れ
ま
せ
ぬ
う
ち
に

御
分
別
」
と
、
旦
那
へ
ゆ
す
り
か
け
て
、
折
々
う
ち
な
や
む
あ
り
さ
ま

見
せ
て
、
た
ん
と
気
の
ど
く
が
ら
し
、（
西
鶴
・
西
鶴
織
留
）

　
西
鶴
の
浮
世
草
子
の
「
タ
ン
ト
」
の
用
例
の
う
ち
、（
8
）（
9
）
が
形
容
詞
「
う

れ
し
（
い
）」
か
ら
派
生
し
た
動
詞
「
う
れ
し
が
る
」
を
修
飾
し
、（
10
）（
11
）

が
形
容
動
詞
「
気
の
毒
（
だ
）」
か
ら
派
生
し
た
動
詞
「
気
の
毒
が
る
」
を
修
飾

し
て
い
る
。
ま
た
、
二
十
年
近
く
時
代
の
下
が
っ
た
江
島
其
磧
の
浮
世
草
子
『
傾

城
禁
短
気
』（
一
七
一
一
年
）
で
も
同
様
の
傾
向
が
見
ら
れ
、
三
例
の
う
ち
「
う

れ
し
が
る
」
を
修
飾
す
る
例
が
一
例
、
形
容
動
詞
「
気
の
毒
（
だ
）」
を
修
飾
す

る
例
が
一
例
あ
る

（
５
）

。
浮
世
草
子
で
の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
は
、
純
粋
に

形
容
詞
を
修
飾
し
て
の
程
度
限
定
で
は
な
く
、
形
容
詞
派
生
型
動
詞
を
修
飾
し
て

い
る
点
に
、動
詞
を
修
飾
す
る
量
の
副
詞
的
な
側
面
も
垣
間
見
え
る
。
ち
な
み
に
、

発
話
者
に
比
べ
て
あ
ま
り
意
味
が
な
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
動
作
主
に
つ
い
て
見

て
み
る
と
、「
タ
ン
ト
」
＋
感
情
形
容
詞
派
生
型
動
詞
の
動
作
主
は
す
べ
て
男
性

と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
程
度
限
定
用
法
の
ほ
ぼ
初
出
と
も
言
え
る
西
鶴

の
浮
世
草
子
で
は
、「
タ
ン
ト
」
が
地
の
文
で
使
用
さ
れ
、
か
つ
限
ら
れ
た
感
情

形
容
詞
派
生
型
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
か
な
り
限
定
的
に
使
用
さ
れ

て
い
た
。

　
し
か
し
、
同
時
期
の
浮
世
草
子
『
好
色
万
金
丹
』（
夜
食
時
分
作
・
一
六
九
四

年
刊
）
で
は
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
と
同
様
に
「
タ
ン
ト
」
が
修
飾
し
て
い
た
地
の

文
の
「
気
の
毒
が
る
」
を
（
12
）
の
よ
う
に
「
大
分
」
が
修
飾
し
て
い
る
一
方
、

（
13
）
の
「
タ
ン
ト
」
は
女
郎
の
セ
リ
フ
と
し
て
量
限
定
用
法
で
用
い
ら
れ
て
お
り
、

西
鶴
の
浮
世
草
子
の
「
タ
ン
ト
」
の
使
用
傾
向
と
は
異
な
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。

　（
12
）
其
御
内
儀
様
大
分
気
の
毒
が
ら
せ
給
ひ
、（
好
色
万
金
丹
）

　（
13
）「
…
此
女
郎
の
東
の
御
客
、
年
は
ま
だ
廿
か
廿
一
に
な
ら
ん
す
る
に
、
頭

の
真
中
よ
り
そ
ろ
そ
ろ
と
禿
げ
て
、
此
夏
も
蝿
が
た
ん
と
滑
つ
て
落
ち

ま
し
た
。
…
」（
好
色
万
金
丹
　
女
郎
→
女
郎
）

　
五
、二
　
上
方
歌
舞
伎
狂
言
本
・
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」
の

程
度
限
定
用
法

　
ま
た
、上
方
歌
舞
伎
狂
言
本
の
『
け
い
せ
い
浅
間
嶽
』（
一
六
九
八
初
演
）
で
は
、

（
14
）
の
例
に
あ
る
よ
う
に
「
た
ん
と
」
が
心
情
を
表
す
「（
心
を
）
尽
く
す
」
を

修
飾
し
て
い
る
。

　（
14
）（
小
歌
）「
…
い
と
し
き
殿
の
い
と
し
ぼ
く
．
た
ん
と
心
を
尽
く
し
た
は

い
の
．」（
上
方
歌
舞
伎
　
け
い
せ
い
浅
間
嶽
・
上
）　

　（
14
）
を
構
文
的
に
見
る
と
、「
タ
ン
ト
」
は
動
詞
を
修
飾
し
、
か
つ
ヲ
格
の
名

詞
の
量
を
限
定
す
る
量
限
定
用
法
で
あ
る
。
し
か
し
意
味
的
に
見
る
と
、「
タ
ン

ト
」
の
被
修
飾
語
が
心
情
を
表
す
「（
心
を
）
尽
く
す
」
と
い
う
情
意
的
な
意
味

を
持
つ
表
現
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
心
情
の
度
合
い
を
程
度
限
定
す
る
用
法
と
し
て
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解
釈
す
る
こ
と
も
で
き
、
い
わ
ば
量
限
定
用
法
と
程
度
限
定
用
法
の
間
に
位
置
す

る
用
法
と
言
え
よ
う
。
た
だ
し
、（
14
）
の
よ
う
な
心
情
を
表
す
動
詞
が
被
修
飾

語
に
な
る
例
は
、
ヲ
格
の
表
す
〈
対
象
〉
が
物
理
的
に
変
化
さ
せ
た
り
や
り
も
ら

い
し
た
り
で
き
る
「
モ
ノ
」
で
は
な
い
の
で
、
話
し
手
の
主
観
に
よ
っ
て
程
度
限

定
さ
れ
る
も
の
と
考
え
、【
表
１
】
で
は
「
程
度
限
定
用
法
」
に
分
類
し
た
。

　
次
に
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
二
十
四
作
品
内
の
「
タ
ン
ト
」
に
つ
い
て
見
て
み
る

と
、
程
度
限
定
用
法
（
心
情
を
表
す
動
詞
を
被
修
飾
語
と
す
る
も
の
含
む
）
と
量

限
定
用
法
の
両
方
が
使
用
さ
れ
て
お
り
、
使
用
比
率
は
「
程
度
対
量
」
が
七
対

十
三
で
あ
る
。

　
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
う
ち
、
ま
ず
は
形
容
詞

を
修
飾
し
て
程
度
限
定
す
る
二
例
を
見
て
み
た
い
。

　（
15
）
は
じ
め
は
た
ん
と
可
愛
う
て
元
結
の
脚
半
の
．
鬢
附
買
ふ
の
帯
買
ふ
の

沓
の
銭
ま
で
（
近
松
・
丹
波
与
作
　
小
女
郎
→
小
よ
し
）

　（
16
）
自
害
す
る
と
首
く
ゝ
る
と
は
。
さ
だ
め
し
此
の
咽の

ど

を
切
る
方
が
。
た
ん

と
痛
い
で
ご
ざ
ん
し
よ
の
．（
近
松
・
心
中
天
の
網
島
　
　
小
春
→
侍
）

　
こ
れ
ら
（
15
）（
16
）
は
、
形
容
詞
を
程
度
限
定
し
て
お
り
、
程
度
限
定
用
法

の
中
で
も
最
も
程
度
副
詞
化
が
進
ん
だ
用
法
で
あ
る
。
現
代
共
通
語
の
〈
多
量
〉

を
表
す
量
の
副
詞
で
、（
15
）（
16
）
の
よ
う
に
形
容
詞
を
修
飾
し
て
程
度
限
定
す

る
用
法
を
持
つ
も
の
は
な
い
。
次
に
「
タ
ン
ト
」
が
形
容
詞
派
生
型
動
詞
を
修
飾

す
る
例
と
し
て
次
の
（
17
）
見
て
み
る
と
、

　（
17
）
お
顔
が
た
ん
と
細
っ
た
と
．（
近
松
・
博
多
小
女
郎
波
枕
　
小
女
郎
→
惣

七
）

と
あ
る
よ
う
に
、
同
じ
形
容
詞
派
生
型
動
詞
と
は
言
っ
て
も
、
西
鶴
の
浮
世
草
子

は
「
感
情
形
容
詞
」
か
ら
派
生
し
た
動
詞
で
あ
っ
た
が
、（
17
）
は
「
細
い
」
と

い
う
「
状
態
形
容
詞
」
か
ら
派
生
し
た
動
詞
で
あ
る
。（
8
）
～
（
11
）
の
西
鶴

の
浮
世
草
子
の
例
の
よ
う
な
感
情
形
容
詞
派
生
型
動
詞
が
被
修
飾
語
に
な
る
場
合

は
、
話
し
手
の
内
面
に
あ
る
心
情
や
感
情
の
大
き
さ
を
量
と
し
て
捉
え
、
量
の
持

つ
尺
度
性
か
ら
形
容
詞
派
生
型
動
詞
を
修
飾
し
て
い
る
も
の
は
程
度
限
定
用
法
的

に
も
見
え
る
と
い
う
解
釈
が
可
能
な
例
で
あ
っ
た
。
し
か
し
（
17
）
は
、
被
修

飾
語
が
客
観
的
な
「
状
態
形
容
詞
」
か
ら
派
生
し
た
動
詞
で
あ
る
た
め
、
先
の

（
15
）（
16
）
の
例
の
よ
う
な
形
容
詞
の
程
度
限
定
を
行
う
「
純
粋
程
度
の
副
詞
」（
仁

田
二
〇
〇
二
）
に
近
い
例
と
考
え
ら
れ
る
。

　
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
「
タ
ン
ト
」
程
度
限
定
用
法
の
最
後
は
、【
表
１
】
で
「
状

態
性
動
詞
（
句
）」
と
仮
称
し
た
被
修
飾
語
の
例
で
あ
る
。

　（
18
）
や
（
19
）
の
よ
う
な
、「
泣
く
」・「
腹
を
立
つ
」
と
い
っ
た
心
的
活
動
動

詞
（
句
）
を
修
飾
し
て
程
度
限
定
す
る
用
法
は
「
純
粋
程
度
の
副
詞
」
の
代
表
的

な
用
法
で
あ
り
古
く
か
ら
あ
る
一
方
、〈
多
量
〉
を
表
す
量
の
副
詞
が
こ
れ
ら
の

心
的
活
動
動
詞
を
修
飾
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た

（
６
）

。
よ
っ
て
心
的
活
動
動
詞
を
修
飾

す
る
（
18
）（
19
）
は
、「
タ
ン
ト
」
が
程
度
副
詞
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
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　（
18
）「
宮
に
遊
ん
で
、
乳
飲
み
た
い
と
、
お
末
の
た
ん
と
泣
き
や
り
ま
し
た
．」

（
心
中
天
の
網
島
　
息
子
・
勘
太
郎
→
母
・
お
さ
ん
）

　（
19
）「
小
か
ん
様
は
今
朝
か
ら
待
ち
か
ね
て
．
た
ん
と
腹
を
立
て
て
ぢ
や
」（
心

中
刃
は
氷
の
朔
日
　
泉
屋
の
下
男
→
田
舎
の
侍
客
）

　
次
の
（
20
）
～
（
23
）
は
、
近
松
世
話
浄
瑠
璃
の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用

法
で
過
半
数
の
4
例
見
ら
れ
た
、
被
修
飾
語
句
が
「
体
の
一
部
（
が
）
＋
状
態
性

動
詞
」
と
な
っ
て
い
る
例
で
あ
る
。

　（
20
）「
ア
ヽ
一
昨
日
の
煤
掃
き
に
、
た
ん
と
肩
が
つ
か
へ
た
．
…
」（
心
中
重

井
筒
　
内
儀
→
ふ
さ
）

　（
21
）「
こ
れ
仁
三
様
．
た
ん
と
口
が
あ
が
つ
た
の
．
…
」（
淀
鯉
出
世
滝
徳
　

あ
づ
ま
→
仁
三
郎
）

　（
22
）「
袖
か
ら
背
中
が
、
ハ
ア
．
た
ん
と
腫
れ
て
あ
る
わ
い
の
．」（
心
中
万
年

草
　
お
梅
→
九
兵
衛
）（
23
）「
気
を
も
ま
ん
す
故
に
や
ら
．
顔
に
た
ん

と
痩
せ
が
き
た
。」（
心
中
重
井
筒
　
ふ
さ
→
徳
兵
衛
）

　（
20
）
は
「
肩
（
が
）
＋
つ
か
え
る
」、（
21
）
は
「
口
（
が
）
＋
あ
が
る
」、

（
23
）
は
「
袖
か
ら
背
中
（
が
）
＋
腫
れ
る
」
と
い
う
よ
う
に
、「
体
の
一
部
（
が
）

＋
状
態
性
動
詞
」
と
い
う
構
文
に
な
っ
て
い
る
。
ま
た
（
23
）
は
「（
顔
に
）
痩

せ
が
く
る
」
と
い
う
状
態
性
の
動
詞
句
を
「
タ
ン
ト
」
が
修
飾
し
て
い
る
形
に
な
っ

て
い
る
が
、「
顔
（
が
）
＋
痩
せ
る
」
と
い
う
構
文
を
想
定
で
き
る
も
の
で
あ
る
。

　
人
体
の
状
態
変
化
は
、
他
者
の
も
の
で
あ
れ
自
分
の
も
の
で
あ
れ
、
常
に
「
発

見
的
」
で
あ
る
。
田
和
（
二
〇
一
六
）
で
も
触
れ
た
が
、
い
わ
ゆ
る
「
純
粋
程

度
の
副
詞
」
と
呼
ば
れ
る
〈
高
程
度
〉
を
表
す
副
詞
に
は
、「
状
態
の
発
見

0

0

に
よ

る
驚
嘆
」
に
基
づ
く
〈
高
程
度
〉
の
意
味
の
付
与
と
い
う
特
徴
が
あ
る
（
渡
辺

一
九
九
〇
）。
よ
っ
て
田
和
（
二
〇
一
六
）
で
は
、「
状
態
の
発
見

0

0

に
よ
る
驚
嘆
」

に
基
づ
い
て
〈
高
程
度
〉
の
意
味
が
付
与
さ
れ
る
程
度
副
詞
語
彙
を
「
発
見
的
な

程
度
副
詞
」
と
呼
ん
だ
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、ま
さ
に
（
20
）
～
（
23
）
の
「
タ

ン
ト
」は
、人
体
の
状
態
変
化
と
い
う
発
見
的
な
事
態
に
対
し
て
程
度
限
定
を
行
っ

て
い
る
と
い
う
点
で
、
典
型
的
な
「
発
見
的
な
程
度
副
詞
」
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　　
五
、三
　「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
が
使
わ
れ
る
文
体
お
よ
び
登
場
人
物

　
最
後
に
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
を
使
用
し
て
い
る
文
体
・
登
場
人
物
の

属
性
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。

　
文
体
に
つ
い
て
は
先
に
も
触
れ
た
が
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
で
は
「
タ
ン
ト
」
が

地
の
文
に
の
み
使
用
さ
れ
て
お
り
、
其
磧
の
『
傾
城
禁
短
気
』
で
も
地
の
文
の
用

法
が
1
例
見
ら
れ
た
。
ま
た
、
上
方
歌
舞
伎
狂
言
本
の
『
け
い
せ
い
浅
間
嶽
』
の

（
14
）
の
例
の
よ
う
に
「
小
歌
」
な
ど
歌
謡
内
で
使
用
さ
れ
て
い
る
例
は
、『
狂
言

記
拾
遺
』
の
「
棒
縛
り

（
７
）

」
に
も
見
ら
れ
た
。
近
松
世
話
浄
瑠
璃
に
お
い
て
は
、
程

度
限
定
用
法
7
例
す
べ
て
が
セ
リ
フ
の
中
で
使
用
さ
れ
て
い
る
。
ち
な
み
に
近
松

世
話
浄
瑠
璃
で
は
量
限
定
用
法
の
「
タ
ン
ト
」
も
十
三
例
中
十
一
例
が
セ
リ
フ
の

中
で
の
使
用
が
多
く
、
地
の
文
・
歌
謡
が
一
例
ず
つ
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
か
ら
、
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西
鶴
の
浮
世
草
子
に
お
け
る
地
の
文
で
の
使
用
が
特
異
な
例
か
ど
う
か
は
判
断
が

つ
き
か
ね
る
が
、「
タ
ン
ト
」
は
話
し
こ
と
ば
的
な
文
体
で
使
用
さ
れ
る
傾
向
の

あ
る
語
と
い
う
こ
と
は
で
き
る
だ
ろ
う
。

　
次
に
、
誰
の
セ
リ
フ
か
と
い
う
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
は
程
度
限
定
用
法
の
う

ち
地
の
文
と
歌
謡
で
使
用
さ
れ
た
も
の
を
除
い
た
十
例
中
八
例
が
女
性
、
二
例
が

男
性
で
あ
る
。
そ
の
属
性
は
女
性
八
例
中
七
例
が
遊
女
、
一
例
の
み
『
心
中
重
井

筒
』
の
色
茶
屋
重
井
筒
屋
の
内
儀
で
あ
る
が
、
こ
れ
も
遊
里
の
女
性
と
い
う
括
り

で
見
れ
ば
同
じ
言
語
圏
の
同
性
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ま
た
残
り
二
例
の
男
性
が

使
用
者
の
例
は
す
べ
て
近
松
世
話
浄
瑠
璃
か
ら
で
あ
り
、『
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
』

の
茶
屋
泉
屋
の
下
男
、
も
う
一
例
は
『
心
中
天
の
網
島
』
の
紙
屋
治
兵
衛
の
幼
い

息
子
・
勘
太
郎
で
あ
る
。
以
上
か
ら
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
は
主
に
遊

里
の
女
性
が
使
用
し
、
同
じ
言
語
圏
の
身
分
の
低
い
男
性
や
、
遊
里
と
は
関
係
の

な
い
子
ど
も
の
こ
と
ば
と
し
て
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ち
な
み
に
近

松
世
話
浄
瑠
璃
の
「
タ
ン
ト
」
の
量
限
定
用
法
を
遊
女
が
使
用
し
て
い
る
の
は

十
一
例
中
二
例
、
遊
里
の
下
女
の
使
用
例
が
一
例
、
堅
気
の
若
い
女
性
の
使
用
が

六
例
、
壮
年
か
ら
老
年
の
職
人
・
商
人
の
男
性
の
使
用
が
二
例
見
ら
れ
た
。
量
限

定
用
法
は
以
前
か
ら
使
用
さ
れ
て
い
る
形
式
で
あ
る
た
め
、
遊
里
の
女
性
・
堅
気

の
女
性
と
も
に
若
い
女
性
が
広
く
使
用
し
て
お
り
、
武
士
階
級
で
は
な
い
若
く
な

い
男
性
の
使
用
も
見
ら
れ
た
。

　
な
お
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
が
遊
里
の
女
性
（
特
に
遊
女
）
に
よ
っ

て
使
用
さ
れ
、
位
相
語
の
様
相
を
呈
し
て
い
た
こ
と
は
、
噺
本
『
座
狂
は
な
し
』

（
一
七
三
〇
年
）
の
（
24
）
の
例
と
同
じ
く
噺
本
『
時
勢
話
綱
目
』（
一
七
七
七
年
）

の
（
25
）
の
例
か
ら
う
か
が
わ
れ
る

（
８
）

。

　（
24
）
よ
く
ぞ
や
御
出
。
た
ん
と
う
れ
し
う
ご
ざ
ん
す
。（
座
狂
は
な
し
　
ぢ
が

を
こ
っ
た
）

　（
25
）
サ
ア
入
痣
し
た
。
見
な
さ
れ
と
腕
ま
く
り
し
て
見
す
れ
ば
、
ヲ
ヲ
よ
ふ

仕
て
た
も
つ
た
が
、
ト
テ
モ
な
ら
、
与
の
字
一
字
に
せ
ず
と
、
な
ぜ
に

華
喬
と
は
し
て
た
も
ら
な
ん
だ
。
サ
ア
夫
で
も
、
華
喬
と
は
む
つ
か
し

い
字
じ
や
故
た
ん
と
痛
イ
。（
時
勢
話
綱
目
　
一
寸
壱
匁
）

　『
座
狂
は
な
し
』
は
京
都
・
大
坂
・
江
戸
の
合
板
に
よ
る
も
の
と
さ
れ
る
が
、

（
24
）
は
京
都
・
島
原
の
太
夫
の
セ
リ
フ
で
あ
り
、
様
々
な
人
物
が
登
場
す
る
噺

本
に
お
い
て
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
を
使
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
遊
女

の
セ
リ
フ
ら
し
さ
を
強
調
す
る
表
現
と
な
っ
て
い
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま

た
（
25
）
は
遊
女
が
入
痣
を
し
て
客
に
心
中
立
て
を
し
て
見
せ
た
と
こ
ろ
、
客
の

名
前
と
違
う
字
が
入
っ
て
お
り
、
そ
の
言
い
訳
を
し
て
い
る
場
面
で
あ
る
。『
時

勢
話
綱
目
』
は
上
方
の
噺
本
で
は
あ
る
が
、【
表
１
】
で
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限

定
用
法
が
、
遊
里
を
舞
台
に
し
た
上
方
洒
落
本
で
も
見
ら
れ
な
い
一
七
七
七
年
刊

で
あ
る
こ
と
か
ら
、『
座
狂
は
な
し
』
以
上
に
、
こ
と
さ
ら
遊
女
の
セ
リ
フ
（
し

か
も
「
た
ん
と
」
が
「
痛
い
」
を
修
飾
す
る
『
心
中
天
の
網
島
』
の
小
春
の
セ
リ

フ
を
想
起
さ
せ
る
や
や
時
代
が
か
っ
た
セ
リ
フ
）
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
た
め
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の
位
相
語
的
な
用
法
と
思
わ
れ
る
。

　
六
　
お
わ
り
に

　
こ
こ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
に
は
次
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
っ
た
。

①
使
用
が
認
め
ら
れ
る
の
は
、
一
六
八
〇
年
代
か
ら
一
七
三
〇
年
代
の
お
よ

そ
五
十
年
間
。

②
西
鶴
の
浮
世
草
子
と
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
に
ま
と
ま
っ
て
見
ら
れ
た
。

③
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
使
用
者
の
多
く
は
若
い
遊
女
。

　
①
②
に
つ
い
て
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
が
、
西
鶴
の
浮
世
草
子
以
前

に
見
ら
れ
な
い
こ
と
に
つ
い
て
は
新
用
法
が
突
如
生
ま
れ
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る

が
、
近
松
の
世
話
浄
瑠
璃
以
降
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
の
は
特
殊
な
状
況
と
思
わ

れ
る
。
副
詞
の
意
味
・
機
能
の
史
的
変
遷
に
お
い
て
、
一
度
使
用
さ
れ
た
用
法
が

こ
れ
ほ
ど
は
っ
き
り
と
あ
る
時
期
か
ら
見
ら
れ
な
く
な
る
と
い
う
の
は
か
な
り
特

殊
で
あ
る
。
③
の
結
論
の
よ
う
に
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
使
用
者
の
大

多
数
が
心
中
物
の
当
事
者
で
あ
る
遊
女
で
あ
っ
た
こ
と
も
併
せ
て
考
え
る
と
、
こ

の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法
の
急
激
な
衰
退
に
は
、
享
保
八
年
（
一
七
二
三

年
）
の
江
戸
幕
府
に
よ
る
心
中
物
の
上
演
・
脚
本
執
筆
・
出
版
の
禁
止
と
以
降
の

浄
瑠
璃
の
衰
退
も
、
明
言
は
で
き
な
い
が
少
な
か
ら
ぬ
影
響
を
与
え
た
可
能
性
は

否
定
で
き
な
い
。

　
次
に
、
近
世
前
期
に
お
け
る
程
度
副
詞
の
共
時
的
な
意
味
・
機
能
の
特
徴
と
い

う
面
か
ら
〈
多
量
〉
を
表
す
量
の
副
詞
で
あ
る
「
タ
ン
ト
」
に
程
度
限
定
用
法
が

生
じ
た
理
由
を
考
え
て
み
た
い
。
近
世
前
期
の
程
度
副
詞
、
特
に
高
程
度
を
表
す

も
の
の
体
系
は
、
前
時
代
の
「
評
価
的
な
程
度
副
詞
」
を
中
心
と
し
た
体
系
を
前

提
と
し
、
新
た
な
「
発
見
的
な
程
度
副
詞
」
の
登
場
を
特
徴
と
し
て
い
る
（
田
和

二
〇
一
六
）。

　
ま
ず
、
前
者
の
「
評
価
的
な
程
度
副
詞
」
を
中
心
と
し
た
体
系
が
前
時
代
か
ら

の
前
提
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
現
代
に
比
べ
て
近
世
前
期
は
「
ア
マ
リ

（
ニ
）」
の
よ
う
な
高
程
度
を
表
す
副
詞
が
程
度
限
定
用
法
と
量
限
定
用
法
を
同
時

に
持
つ
こ
と
に
対
す
る
違
和
感
が
少
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
れ
が
量
限
定
用

法
の
「
タ
ン
ト
」
が
程
度
限
定
用
法
で
使
用
さ
れ
て
も
現
代
語
の
感
覚
よ
り
も
違

和
感
が
少
な
か
っ
た
理
由
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
後
者
の
「
発
見
的
な
程
度
副
詞
」
の
再
登
場
と
は
、
古
代
語
に
は
あ
っ

た
「
イ
タ
ク
」「
イ
ミ
ジ
ク
」
の
よ
う
な
形
容
詞
か
ら
派
生
し
た
も
の
を
主
と
す

る
発
見
的
な
程
度
副
詞
が
、
中
世
に
衰
退
し
て
一
時
見
ら
れ
な
く
な
り
、
近
世
前

期
に
お
い
て
「
キ
ツ
ク
」
な
ど
の
新
た
な
発
見
的
な
程
度
副
詞
が
登
場
し
た
こ
と

を
指
し
て
い
る
。
こ
の
「
発
見
的
な
程
度
副
詞
」
は
、
名
前
の
通
り
程
度
の
付
与

が
発
見
的
な
認
知
に
基
づ
い
て
お
り
、
形
態
的
に
は
「
キ
ツ
ク
」
の
よ
う
な
形
容

詞
連
用
形
型
や
「
ズ
ン
ド
」
の
よ
う
な
擬
態
語
型
を
主
と
す
る
。
つ
ま
り
、
発
見
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的
で
連
用
修
飾
機
能
の
強
い
語
は
、
形
容
詞
類
に
限
ら
ず
動
作
動
詞
も
修
飾
す
る

こ
と
が
で
き
る
。
近
世
の
「
キ
ツ
ク
」
も
形
容
詞
を
修
飾
し
て
程
度
限
定
を
行
う

程
度
限
定
用
法
以
外
に
、
動
詞
を
修
飾
し
て
動
作
様
態
を
表
す
形
容
詞
連
用
形
と

し
て
の
連
用
修
飾
用
法
で
も
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
特
徴
を
踏
ま
え
、「
タ
ン

ト
」
の
表
す
「
量
」
を
発
見
的
に
捉
え
る
と
、〈
多
量
〉
を
表
し
動
詞
を
修
飾
す

る
「
タ
ン
ト
」
が
、
形
容
詞
類
を
修
飾
し
て
程
度
限
定
を
し
て
も
許
容
さ
れ
や
す

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
古
代
語
で
は
形
容
詞
派
生
の
程
度
限
定

用
法
を
持
つ
語
は
量
限
定
用
法
と
し
て
は
使
用
さ
れ
ず
、
現
代
共
通
語
に
お
い
て

も
〈
多
量
〉
を
表
す
語
が
程
度
限
定
用
法
で
使
用
さ
れ
る
こ
と
は
な
い
。
し
か
し

現
代
語
の
中
で
も
関
西
方
言
由
来
の
「
メ
ッ
チ
ャ
」
は
、「
メ
ッ
チ
ャ
き
れ
い
」

の
よ
う
に
程
度
の
甚
し
さ
を
表
す
発
見
的
な
程
度
副
詞
と
し
て
使
用
さ
れ
る
と
と

も
に
、「
メ
ッ
チ
ャ
食
べ
た
」
の
よ
う
に
〈
多
量
〉
を
表
す
量
の
副
詞
と
し
て
も

使
用
さ
れ
て
お
り
、
近
世
前
期
上
方
語
の
「
タ
ン
ト
」
に
見
ら
れ
た
程
度
限
定
用

法
と
量
限
定
用
法
を
同
時
に
持
つ
と
い
う
特
徴
は
、
現
在
も
関
西
方
言
に
引
き
継

が
れ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
以
上
の
よ
う
に
、
現
在
共
通
語
の
程
度
副
詞
と
量
の
副
詞
の
特
徴
か
ら
す
る

と
、
か
な
り
特
異
に
見
え
る
近
世
前
期
上
方
語
の
「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限
定
用
法

は
、
前
時
代
の
評
価
的
な
程
度
副
詞
を
中
心
と
し
た
体
系
の
上
に
、
発
見
的
な
程

度
副
詞
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
成
立
し
え
た
用
法
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
今
後
は
、
近
世
に
お
い
て
程
度
限
定
用
法
と
量
限
定
用
法
の
両
用
法
を
持
つ

副
詞
が
他
に
も
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
変
遷
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
に

つ
い
て
調
査
を
行
い
た
い
。

調
査
資
料
お
よ
び
索
引
類

　
本
稿
執
筆
に
際
し
て
以
下
の
資
料
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
稿
【
表
1
】
は
、
こ
れ
ら
の

資
料
の
中
か
ら
「
タ
ン
ト
」
の
用
例
が
見
ら
れ
た
も
の
の
み
を
挙
げ
、
そ
の
用
例
数
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
な
お
用
例
の
見
ら
れ
た
資
料
に
は
★
印
を
付
し
た
。
ま
た
、
作
品
名

の
下
の
カ
ッ
コ
内
数
字
は
成
立
年
（
発
行
年
・
初
演
年
等
）
を
西
暦
で
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
本
稿
で
は
時
期
を
把
握
し
や
す
い
よ
う
に
年
号
は
西
暦
を
採
用
し
た
。）

【
仮
名
草
子
】
犬
枕
、
恨
の
介
、
竹
斎
、
★
仁
勢
物
語
（
一
六
四
〇
頃
）、
夫
婦
宗
論
物
語
、

浮
世
物
語
、
伊
曾
保
物
語
、
日
本
古
典
文
学
大
系
九
一
『
仮
名
草
子
集
』（
岩
波
書
店
）。

【
狂
言
台
本
・
狂
言
記
類
】
★
大
蔵
虎
明
本
（
一
六
四
二
）、
池
田
廣
司
・
北
原
保
雄
『
大

蔵
虎
明
本
狂
言
集
の
研
究
』
表
現
社
、
北
原
保
雄
他
編
『
大
蔵
虎
明
本
狂
言
集
索
引
1

～
8
』。
★
狂
言
六
義
（
一
六
四
五
頃
）、
北
原
保
雄
・
小
林
賢
次
編
『
狂
言
六
義
全
注
』

（
勉
誠
社
）、
小
林
賢
次
他
編
『
狂
言
六
義
総
索
引
』（
勉
誠
出
版
）。

【
歌
舞
伎
狂
言
本
】
★
け
い
せ
い
浅
間
嶽
（
一
六
九
八
）、
お
し
ゆ
ん
伝
兵
衛
十
七
年
忌

（
一
七
一
八
）。
以
上
、
新
日
本
古
典
文
学
大
系
九
五
『
上
方
歌
舞
伎
集
』（
岩
波
書
店
）。

【
浮
世
草
子
（
井
原
西
鶴
）】
★
好
色
一
代
男
、
★
好
色
五
人
女
、
好
色
一
代
女
、
西
鶴
諸

国
ば
な
し
、
本
朝
二
十
不
孝
、
★
男
色
大
鑑
、
日
本
永
代
蔵
、
万
の
文
反
古
、
世
間
胸

算
用
、
西
鶴
置
土
産
、
武
道
伝
来
記
、
武
家
義
理
物
語
、
新
可
笑
記
（
一
六
八
二
～

一
六
九
四
）。
以
上
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
六
六
～
六
九
『
井
原
西
鶴
集
（
1
）
～

（
4
）』（
小
学
館
）、
近
世
文
学
総
索
引
編
纂
委
員
会
編
総
索
引
お
よ
び
新
編
日
本
古
典

文
学
全
集
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
て
用
例
検
索
・
用
例
数
の
確
認
を
行
っ
た
。
★

西
鶴
織
留
（
一
六
九
四
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
四
八
『
西
鶴
集
下
』（
岩
波
書
店
）。

【
浮
世
草
子
】
★
好
色
萬
金
丹
（
一
六
九
四
）、
★
傾
城
禁
短
氣
（
一
七
一
一
）、
新
色
五
卷

書
（
一
六
九
八
）、
日
本
古
典
文
学
大
系
九
〇
『
浮
世
草
子
集
』（
岩
波
書
店
）。

【
世
話
浄
瑠
璃
（
近
松
門
左
衛
門
】
五
十
年
忌
歌
念
仏
、
★
淀
鯉
出
世
滝
徳
、
冥
途
の
飛
脚
、
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★
博
多
小
女
郎
波
枕
、
女
殺
油
地
獄
、
★
薩
摩
歌
、
★
丹
波
与
作
待
夜
の
こ
む
ろ
ぶ
し
、

夕
霧
阿
波
鳴
渡
、
長
町
女
腹
切
、
★
山
崎
与
次
兵
衛
寿
の
門
松
、
★
曽
根
崎
心
中
、
★

心
中
二
枚
絵
草
紙
、
ひ
ぢ
り
め
ん
卯
月
の
紅
葉
、
卯
月
の
潤
色
、
★
心
中
重
井
筒
、
★

心
中
万
年
草
、
★
心
中
刃
は
氷
の
朔
日
、
★
今
宮
の
心
中
、
生
玉
心
中
、
★
心
中
天
の

網
島
、
心
中
宵
庚
申
、
堀
川
波
鼓
、
大
経
師
昔
暦
、
★
鑓
の
権
三
重
帷
子
（
一
七
〇
三

～
一
七
二
二
）。
以
上
、
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
七
四
・
七
五
『
近
松
門
左
衛
門
集

（
1
）（
2
）』（
小
学
館
）、
近
世
文
学
総
索
引
編
纂
委
員
会
編
総
索
引
お
よ
び
新
編
日
本

古
典
文
学
全
集
（
ジ
ャ
パ
ン
ナ
レ
ッ
ジ
）
に
て
用
例
検
索
・
用
例
数
の
確
認
を
行
っ
た
。

【
世
話
浄
瑠
璃
（
紀
海
音
）】
椀
久
末
松
山
（
一
七
一
〇
）、
袂
の
白
し
ぼ
り
（
一
七
一
〇
）

傾
城
三
度
笠
（
一
七
一
三
）、
八
百
屋
お
七
（
一
七
一
五
）
三
勝
半
七
二
十
五
年
忌

（
一
七
一
九
）、
心
中
二
ッ
腹
帯
（
一
七
二
二
）。
以
上
、『
紀
海
音
全
集
』（
清
文
堂
出
版
）。

【
世
話
浄
瑠
璃
（
そ
の
他
）】
和
泉
国
浮
名
溜
池
（
並
木
宗
助
・
安
田
蛙
文
、
一
七
三
一
）、『
義

太
夫
節
浄
瑠
璃
未
翻
刻
作
品
集
成
二
一
巻
』（
玉
川
大
学
出
版
部
）。
八
百
屋
お
七
、
★

夏
祭
浪
花
鑑
、
仮
名
手
本
忠
臣
藏
、
★
新
版
歌
祭
文
、
日
本
古
典
学
大
系
五
一
・
五
二
『
浄

瑠
璃
集
　
上
下
』（
岩
波
書
店
）。
★
艶
容
女
舞
衣
（
一
七
七
三
）、
日
本
古
典
文
学
大
系

九
九
『
文
楽
浄
瑠
璃
集
』（
岩
波
書
店
）。

【
洒
落
本
】
穿
当
珍
話
（
一
七
五
六
）、
★
月
花
余
情
（
一
七
五
七 

）
以
前
、
陽
台
遺
編

（
一
七
五
七
）
以
前
、 

閣
秘
言
（
一
七
五
七
）
以
前
、
新
月
花
余
情
（
一
七
五
七
）、
聖

遊
郭
（
一
七
五
七
）、
原
柳
巷
花
語
（
一
七
五
一
‐
一
七
六
三
）、
夢
中
生
楽
（
一
七
六
四
）、

郭
中
奇
譚 (

異
本)

（
一
七
七
一
）、
風
流
裸
人
形
（
一
七
七
九
）、
虚
辞
先
生
穴
賢

（
一
七
八
〇
）、
短
華
蘂
葉
（
一
七
八
六
）、
★
言
葉
の
玉
（
一
七
九
四
）、
★
睟
の
す
じ

書
（
一
七
九
四
）、 

北
華
通
情
（
一
七
九
四 

）、 

う
か
れ
草
紙
（
一
七
九
七 

）、 
★
阿
闌
陀

鏡
（
一
七
九
八
）、
★
十
界
和
尚
話 

（
一
七
九
八 

）、
粋
学
問 

（
一
七
九
九
） 

、
★
南
遊
記 

（
一
八
〇
〇
）、当
世
嘘
之
川
（
一
八
〇
四 

）、竊
潜
妻
（
一
八
〇
七
）、洒
落
文
台
（
一
八
〇
四

‐
一
八
一
七
）、 

当
世
粋
の
曙 

（
一
八
二
〇
）、
★
箱
ま
く
ら
（
一
八
二
二 

）、
★
色
深
狹

睡
夢 

（
一
八
二
六 

）、
北
川
蜆
殻 

（
一
八
二
七
）。
以
上
、『
洒
落
本
大
成
』（
中
央
公
論
社
）

よ
り
、
京
都
版
・
大
阪
版
の
も
の
を
抽
出
し
、
調
査
を
行
っ
た
。

【
滑
稽
本
】
★
穴
さ
が
し
心
の
内
そ
と 

（
一
八
六
四
）、『
近
代
語
研
究
』
四
（
武
蔵
野
書
院
）

に
所
収
の
前
田
勇
氏
に
よ
る
翻
刻
。

　
な
お
引
用
に
当
た
っ
て
は
、
読
み
や
す
さ
を
考
慮
し
、
一
部
表
記
を
私
に
改
め
て
い
る
。

［
註
］

註
1

　『
玉
塵
抄
』
か
ら
の
引
用
で
あ
る
本
稿
（
4
）
と
（
6
）
の
例
は
、引
用
元
で
あ
る
『
玉

塵
抄
』
原
本
に
お
い
て
未
確
認
の
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
『
日
国
二
版
』
と
『
時
代
別

室
町
編
』
の
表
記
の
ま
ま
引
用
し
て
い
る
。
た
だ
し
、出
雲
（
一
九
八
二
）
所
収
「
玉

塵
抄
の
副
詞
」
に
よ
る
と
『
玉
塵
抄
』
の
「
タ
ン
ト
」
の
例
は2

例
と
あ
る
こ
と

か
ら
、（
4
）
と
（
6
）
の
例
が
そ
の
2
例
に
当
た
る
と
推
定
さ
れ
る
。

註
2

　「
タ
ン
ト
」
は
撥
音
表
記
を
含
む
語
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
文
献
に
は
っ
き
り
と

残
っ
て
い
る
例
は
中
世
後
期
以
降
と
考
え
ら
れ
る
。

註
3

　
弘
治
二
年
本
節
用
集
は
、
中
田
祝
夫
（
一
九
七
四
）『
印
度
本
節
用
集
古
本
四
種

研
究
並
び
に
総
合
索
引
（
本
文
編
）（
影
印
編
）』（
勉
誠
社
）
で
確
認
し
た
。

註
4

　『
時
代
別
室
町
編
』
の
「
た
ん
と
」
条
に
お
け
る
『
日
葡
辞
書
』
の
用
例
で
は
、

同
箇
所
が
「
量
的
に
多
く
」
と
訳
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
に
し
て
も
「
タ
ン
ト
」

が
「
副
詞
」
で
あ
り
、〈
多
量
〉
を
表
す
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。

註
5

　『
傾
城
禁
短
気
』
の
三
例
の
う
ち
残
り
の
一
例
は
、

	

時
に
女
郎
座
に
着
い
て
、「
コ
レ
丸
七
さ
ん
、
喜
田
さ
ま
は
お
前
に
お
目
に
か
か

ら
ぬ
先
に
、
た
ん
と
お
世
話
に
成
り
ま
し
て
、
今
と
て
も
忘
れ
ぬ
お
方
。
…
」

	

と
い
う
感
謝
や
謝
罪
を
述
べ
る
従
属
節
の
形
容
詞
を
程
度
限
定
す
る
用
法
で
あ
っ

た
。
こ
の
構
文
は
、
前
代
で
あ
れ
ば
「
チ
カ
ゴ
ロ
」、
後
代
で
あ
れ
ば
「
大
層
」

な
ど
の
高
程
度
を
表
す
評
価
的
な
程
度
副
詞
由
来
の
副
詞
が
使
用
さ
れ
る
構
文
で

あ
り
、
通
常
発
見
的
な
程
度
副
詞
は
使
用
さ
れ
な
い
。
近
世
に
お
け
る
「
タ
ン
ト
」

の
程
度
限
定
用
法
で
は
こ
の
例
の
み
で
あ
る
。

註
6

　
た
だ
し
、
現
代
語
の
話
し
こ
と
ば
に
お
い
て
は
、「
た
く
さ
ん
泣
い
た
。」「
た
っ

ぷ
り
笑
っ
た
。」「
い
っ
ぱ
い
腹
を
立
て
た
。」
の
よ
う
な
〈
多
量
〉
を
表
す
量
の

副
詞
が
こ
れ
ら
心
的
活
動
動
詞
を
修
飾
す
る
例
が
み
ら
れ
る
。

註
7

　『
狂
言
記
拾
遺
』
以
前
の
古
狂
言
台
本
『
狂
言
六
義
』「
狂
言
虎
明
本
」
お
よ
び
「
狂

言
虎
寛
本
」
の
「
棒
縛
り
」
に
は
、
該
当
箇
所
に
「
た
ん
と
」
を
含
む
歌
謡
の
記

述
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。
な
お
、
日
本
古
典
文
学
大
系
所
収
の
「
山
本
東
本
」
の

「
棒
縛
り
」
の
該
当
箇
所
に
は
『
狂
言
記
拾
遺
』
と
同
じ
歌
謡
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

註
8

　
噺
本
は
、
今
回
の
調
査
の
補
助
資
料
と
し
て
用
い
た
。
ま
た
、
噺
本
の
調
査
・
検
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索
に
は
国
文
学
研
究
資
料
館
「
噺
本
大
系
本
文
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
」
を
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
上
方
・
江
戸
に
関
わ
ら
ず
「
た
ん
と
」
で
横
断
検
索
し
目
視
で
テ

キ
ス
ト
本
文
を
参
照
し
な
が
ら
用
例
を
確
認
し
た
結
果
、「
タ
ン
ト
」
の
程
度
限

定
用
法
は
（
24
）
と
（
25
）
の
例
の
二
例
し
か
見
ら
れ
ず
、
残
り
は
す
べ
て
量
限

定
用
法
だ
っ
た
。

［
参
考
引
用
文
献
］

出
雲
朝
子
（
一
九
八
二
）『
玉
塵
抄
を
中
心
と
し
た
室
町
時
代
語
の
研
究
』
桜
楓
社

田
和
真
紀
子
（
二
〇
一
六
）「
近
世
前
期
上
方
語
に
お
け
る
高
程
度
を
表
す
副
詞
の
諸
相
と

体
系
―
「
発
見
的
な
程
度
副
詞
」
の
台
頭
―
」『
近
代
語
研
究
』
十
九
　
武
蔵
野
書
院

仁
田
義
雄
（
二
〇
〇
二
）『
新
日
本
語
文
法
選
書
3

　
副
詞
的
表
現
の
諸
相
』（
く
ろ
し
お

出
版
）

渡
辺
　
実
（
一
九
九
〇
）「
程
度
副
詞
の
体
系
」『
国
文
学
論
集
』
二
三
（
渡
辺
実
二
〇
〇
二
『
国

語
意
味
論
』
塙
書
房
、
所
収
）

［
付
記
］

　
本
稿
は
平
成
二
十
八
年
度
科
学
研
究
費
補
助
金
（
若
手
研
究
（
B
） 
研
究
課
題
番
号
：

二
五
七
七
〇
一
七
二
、
研
究
課
題
名
：
「
高
程
度
を
表
す
副
詞
の
史
的
変
遷
に
関
す
る
研

究
」、
研
究
代
表
者
・
田
和
真
紀
子
）
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。

［
要
旨
］

　
現
代
日
本
の
共
通
語
で
は
多
量
を
表
す
語
は
高
程
度
を
表
さ
な
い
と
さ
れ
る
。
し
か
し
、

本
稿
で
は
近
世
中
期
の
京
都
・
大
阪
方
言
に
お
い
て
高
程
度
を
表
す
用
法
が
お
よ
そ
五
十

年
の
間
の
み
使
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
近
世
中
期
に
「
タ
ン
ト
」
が
程

度
を
表
す
こ
と
が
で
き
た
理
由
と
し
て
、
ま
ず
程
度
と
量
を
表
す
こ
と
が
で
き
る
前
の
時

代
の
高
程
度
を
表
す
副
詞
の
性
質
を
「
タ
ン
ト
」
も
引
き
継
い
だ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

指
摘
し
た
。
ま
た
も
う
一
つ
の
理
由
と
し
て
、
近
世
中
期
頃
か
ら
客
観
的
な
形
容
詞
が
強

調
的
な
語
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
状
態
的
な
「
多
量
」
が
強
調
的
な
「
高

程
度
」
を
表
せ
る
よ
う
に
な
り
、多
量
を
表
す
「
タ
ン
ト
」
が
高
程
度
も
表
せ
る
よ
う
に
な
っ

た
と
推
測
し
た
。
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The degree expression of TANTO in the Kyoto and 
Osaka dialects in the first half of the early modern  period

TAWA Makiko

　　The word used to express a large quantity does not express a high degree in standard modern 
Japanese. However, in this paper I demonstrated that TANTO which expressed a high degree had 
been used for 50 years during the middle period of Early Modern period in the Kyoto and Osaka 
dialects.  I pointed out that the reason why TANTO was able to express the degree in Early Mod-
ern period was that it might have taken on the property of the adverb that expressed a high degree 
before t he time when the word expressed both the degree and quantity. Another reason is that be-
cause an objective  adjective was used as an emphasis-like word in Early Modern period, a stative 
adjective  that expressed “large quantity” became able to express emphasis-like “high degree”, and 
I speculated that TANTO which already expressed a large quantity came to be able to express a high 
degree.




